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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の機能に対する各処理条件を、ミスなく、
簡単に同一の処理条件に設定することができる画像デー
タ処理装置を提供する。
【解決手段】初期メニュー一覧５０から「同時設定」を
選択し、次に、「同時設定」の下位層一覧５１から「Ｑ
ｕａｌｉｔｙ」を選択し、次に、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の
下位層一覧５２から「ＡＬＬ」を選択し、次に、「ＡＬ
Ｌ」の下位層一覧５５から「Ｑｕａｌｉｔｙ」（解像度
）のランクを示す「ＦＡＳＴ」、「Ｎｏｒｍａｌ」、「
Ｂｅｓｔ」のいずれかを選択すると、その選択したラン
クに、各機能の「Ｑｕａｌｉｔｙ（解像度）」に関する
ランクが一括して設定される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを作成する機能と、画像データに基づく画像を出力する機能と、画像データ
を送信する機能と、外部装置から画像データを受信する機能とのうち少なくとも２以上の
機能を備えた画像データ処理装置において、
　作成する画像データの質を規定する条件、送信する画像データの質を規定する条件、受
信する画像データの質を規定する条件、出力する画像の質を規定する条件の各々を、各機
能毎に記憶する記憶手段と、
　その記憶手段に記憶される少なくとも二以上の各機能に対する条件を、ユーザーからの
指示に応じて一括して同一条件に設定する設定手段とを備えていることを特徴とする画像
データ処理装置。
【請求項２】
　前記条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する調整のいずれ
かのパラメータが含まれ、
　前記記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を示す数値が記憶され、
　前記設定手段は、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各数値を
、一括して同一数値に設定することを特徴とする請求項１に記載の画像データ処理装置。
【請求項３】
　前記条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する調整のいずれ
かのパラメータが含まれ、
　前記記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を少なくとも２以上にランク分した各ラ
ンクが記憶され、
　前記設定手段は、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各ランク
を、一括して同一ランクに設定することを特徴とする請求項１に記載の画像データ処理装
置。
【請求項４】
　所定領域内に所定情報を表示する表示手段と、
　その表示手段に表示させる前記所定情報として、前記ユーザーからの指示を受付ける受
付部と、前記各機能毎の条件とを前記所定領域内に一緒に表示させる表示制御手段とを備
えていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の画像データ処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各ラ
ンクが同一ランクに設定され、且つ、その同一パラメータに関する各数値が各々異なる場
合、その各数値が異なる旨を示す情報を表示させることを特徴とする請求項４に記載の画
像データ処理装置。
【請求項６】
　画像データを作成する機能としてのスキャナ機能と、
　画像データに基づく画像を出力する機能としての外部装置に記憶されている画像データ
に基づく画像を記録部にて記録媒体に記録するプリント機能と、
　画像データに基づく画像を出力する機能としての前記スキャナ機能で作成した画像デー
タに基づく画像を前記記録部にて記録媒体に記録するコピー機能と、
　ユーザーの指示に応じて前記スキャナ機能によって原稿に記録されている画像の少なく
とも一部を形成する画像データを作成させ、更に、そのスキャナ機能によって作成した画
像データに基づく画像を、前記プリント機能において設定されてる条件で前記プリント機
能によって記録媒体に記録させると共に、前記コピー機能において設定されている条件で
前記コピー機能によって記録媒体に記録させるテスト手段とを備えていることを特徴とす
る請求項１から５のいずれかに記載の画像データ処理装置。
【請求項７】
　前記条件には、記録媒体の種類が含まれ、
　前記テスト手段は、
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　前記コピー機能において設定されている記録媒体の種類と、前記プリント機能において
設定されている記録媒体の種類とが同一かを判断する判断手段を備え、
　その判断手段によって記録媒体の種類が同一に設定されていると判断された場合、前記
コピー機能によって記録させる画像と、前記プリント機能によって記録させる画像とを、
同一記録媒体上に記録させることを特徴とする請求項６に記載の画像データ処理装置。
【請求項８】
　前記条件には、解像度が含まれ、
　前記テスト手段は、
　前記スキャナ機能において設定されている解像度と、前記コピー機能において設定され
ている解像度との間において、解像度が高い方を検出する検出手段を備え、
　その検出手段で検出される解像度の高い方の解像度で、前記スキャナ機能によって原稿
に記録されている画像の少なくとも一部を形成する画像データを作成させることを特徴と
する請求項６又は７に記載の画像データ処理装置。
【請求項９】
　前記設定手段によって、前記少なくとも二以上の各機能に対する各条件が一括して同一
条件に設定された場合に、その少なくとも二以上の各機能に対する各条件のうち、一の機
能に対する条件だけを変更する変更手段を備えていることを特徴とする請求項１から８の
いずれかに記載の画像データ処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像データ処理装置に関し、特に、複数の機能に対する各処理条件を、ミスな
く、簡単に同一の処理条件に設定することができる画像データ処理装置にに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、プリント機能、コピー機能、スキャン機能、ファクス機能など、複数の機能
を兼ね備えたＭＦＰ(Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔ)と呼ばれる複合機
が知られている。この複合機では、各機能における処理条件（例えば、コピー機能であれ
ば、解像度、輝度、色合い、記録媒体の種類等）が任意に設定できるようになっている。
【０００３】
　この各機能毎の処理条件の設定は、例えば、まず、複数の機能からユーザーが所望する
機能を選択させるための機能選択画面を表示し、ユーザーによって所望する機能が選択さ
れると、次に、その選択された機能における処理条件を選択させるための処理条件選択画
面を表示し、ユーザーに所望する処理条件を選択させることで、各機能における処理条件
を任意に設定できるようになっている。
【０００４】
　そして、この処理条件を設定する技術に関連し、次の特許文献１には、各機能毎に予め
デフォルトの処理条件が用意されており、機能選択画面においてユーザーによって所望す
る機能が選択さた場合には、その機能において現在設定されている処理条件を、予め用意
されているデフォルトの処理条件に一括して変更する技術が記載されている。
【特許文献１】特開２００５－３１６０５３号公報（第０００５段落）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、上述した複合機を使用するユーザーによっては、例えば、プリント機能において
出力される画像の質と、コピー機能において出力される画像の質とを同等あるいは似通っ
たものにしたい場合がある。この場合、ユーザーはプリント機能で設定した処理条件と同
じ処理条件に、コピー機能の処理条件を設定する必要がある。
【０００６】
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　しかし、上述した特許文献１に記載された技術では、プリント機能の処理条件を設定し
た後で、コピー機能を選択すると、コピー機能の処理条件は予め記憶されている処理条件
にデフォルトされ、そのデフォルトされた処理条件を、プリンタ機能で設定した処理条件
を思い起こしながら設定する必要があり、設定ミスが発生し易く、その設定操作が面倒で
あるという問題点があった。
【０００７】
　また、設定ミスをしたかどうかは、出力される画像を見なければ確認できないものであ
る。とりあえず、スキャナで原稿の画像データだけを作成し、その出力（印刷）は後で行
うこととし、その途中で原稿を処分してしまったような場合を想定する。また、コピー機
能部でのみ所望する設定をしてしまい、スキャナ機能部では所望の設定がされないまま原
稿を読取り、画像データを作成してしまうことも考えられる。このような場合、出力され
る画像を見ることで、スキャナ機能における設定ミスに気づいたものの、原稿を処分して
しまっているため、スキャナ機能の処理条件を正しく設定しなおしたとしても、所望する
その画像データを作成することができなくなるという不都合が生ずることがあった。
【０００８】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、複数の機能に対する各
処理条件を、ミスなく、簡単に同一の処理条件に設定することができる画像データ処理装
置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的を達成するために、請求項１記載の画像データ処理装置は、画像データを作成
する機能と、画像データに基づく画像を出力する機能と、画像データを送信する機能と、
外部装置から画像データを受信する機能とのうち少なくとも２以上の機能を備えたもので
あって、作成する画像データの質を規定する条件、送信する画像データの質を規定する条
件、受信する画像データの質を規定する条件、出力する画像の質を規定する条件の各々を
、各機能毎に記憶する記憶手段と、その記憶手段に記憶される少なくとも二以上の各機能
に対する条件を、ユーザーからの指示に応じて一括して同一条件に設定する設定手段とを
備えている。
【００１０】
　請求項２記載の画像データ処理装置は、請求項１に記載の画像データ処理装置において
、前記条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する調整のいずれ
かのパラメータが含まれ、前記記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を示す数値が記
憶され、前記設定手段は、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各
数値を、一括して同一数値に設定する。
【００１１】
　請求項３記載の画像データ処理装置は、請求項１に記載の画像データ処理装置において
、前記条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する調整のいずれ
かのパラメータが含まれ、前記記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を少なくとも２
以上にランク分した各ランクが記憶され、前記設定手段は、少なくとも二以上の各機能に
対する同一パラメータに関する各ランクを、一括して同一ランクに設定する。
【００１２】
　請求項４記載の画像データ処理装置は、請求項１から３のいずれかに記載の画像データ
処理装置において、所定領域内に所定情報を表示する表示手段と、その表示手段に表示さ
せる前記所定情報として、前記ユーザーからの指示を受付ける受付部と、前記各機能毎の
条件とを前記所定領域内に一緒に表示させる表示制御手段とを備えている。
【００１３】
　請求項５記載の画像データ処理装置は、請求項４に記載の画像データ処理装置において
、前記表示制御手段は、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各ラ
ンクが同一ランクに設定され、且つ、その同一パラメータに関する各数値が各々異なる場
合、その各数値が異なる旨を示す情報を表示させる。



(5) JP 2008-219214 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

【００１４】
　請求項６記載の画像データ処理装置は、請求項１から５のいずれかに記載の画像データ
処理装置において、画像データを作成する機能としてのスキャナ機能と、画像データに基
づく画像を出力する機能としての外部装置に記憶されている画像データに基づく画像を記
録部にて記録媒体に記録するプリント機能と、画像データに基づく画像を出力する機能と
しての前記スキャナ機能で作成した画像データに基づく画像を前記記録部にて記録媒体に
記録するコピー機能と、ユーザーの指示に応じて前記スキャナ機能によって原稿に記録さ
れている画像の少なくとも一部を形成する画像データを作成させ、更に、そのスキャナ機
能によって作成した画像データに基づく画像を、前記プリント機能において設定されてる
条件で前記プリント機能によって記録媒体に記録させると共に、前記コピー機能において
設定されている条件で前記コピー機能によって記録媒体に記録させるテスト手段とを備え
ている。
【００１５】
　請求項７記載の画像データ処理装置は、請求項６に記載の画像データ処理装置において
、前記条件には、記録媒体の種類が含まれ、前記テスト手段は、前記コピー機能において
設定されている記録媒体の種類と、前記プリント機能において設定されている記録媒体の
種類とが同一かを判断する判断手段を備え、その判断手段によって記録媒体の種類が同一
に設定されていると判断された場合、前記コピー機能によって記録させる画像と、前記プ
リント機能によって記録させる画像とを、同一記録媒体上に記録させる。
【００１６】
　請求項８記載の画像データ処理装置は、請求項６又は７に記載の画像データ処理装置に
おいて、前記条件には、解像度が含まれ、前記テスト手段は、前記スキャナ機能において
設定されている解像度と、前記コピー機能において設定されている解像度との間において
、解像度が高い方を検出する検出手段を備え、その検出手段で検出される解像度の高い方
の解像度で、前記スキャナ機能によって原稿に記録されている画像の少なくとも一部を形
成する画像データを作成させる。
【００１７】
　請求項９記載の画像データ処理装置は、請求項１から８のいずれかに記載の画像データ
処理装置において、前記設定手段によって、前記少なくとも二以上の各機能に対する各条
件が一括して同一条件に設定された場合に、その少なくとも二以上の各機能に対する各条
件のうち、一の機能に対する条件だけを変更する変更手段を備えている。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１記載の画像データ処理装置によれば、記憶手段には、画像データを作成する機
能によって作成される画像データの質を規定する条件、画像データに基づく画像を出力す
る機能によって出力される画像の質を規定する条件、画像データを送信する機能によって
送信される画像データの質を規定する条件、画像データを受信する機能によって受信され
る画像データの質を規定する条件が、各機能毎に記憶されている。そして、その記憶手段
に記憶されている少なくとも二以上の各機能に対する条件は、ユーザーからの指示に応じ
て設定手段により一括して同一条件に設定される。よって、複数の機能に対する条件を、
ミスなく、簡単に同一の条件に設定することができるという効果がある。
【００１９】
　また、例えば、プリント機能に対する条件と、コピー機能に対する条件とをミスなく、
簡単に同一条件に設定することができるので、結果的に、ミスなく、簡単にプリント機能
において出力される画像の質と、コピー機能において出力される画像の質とを同等あるい
は似通ったものにすることができるという効果がある。
【００２０】
　請求項２記載の画像データ処理装置によれば、請求項１に記載の画像データ処理装置の
奏する効果に加え、条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する
調整のいずれかのパラメータが含まれ、記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を示す
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数値が記憶されている。そして、記憶手段に記憶されている少なくとも二以上の各機能に
対する条件を、ユーザーからの指示に応じて、設定手段により一括して同一条件に設定す
る場合には、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各数値が一括し
て同一数値に設定される。よって、各機能で扱われる画像データの質又は画像の質をより
正確に同等あるいは似通ったものにすることができるという効果がある。
【００２１】
　請求項３記載の画像データ処理装置によれば、請求項１に記載の画像データ処理装置の
奏する効果に加え、条件には、解像度に関する調整、輝度に関する調整、色あいに関する
調整のいずれかのパラメータが含まれ、記憶手段には、前記各パラメータ毎の程度を少な
くとも２以上にランク分した各ランクが記憶されている。そして、記憶手段に記憶されて
いる少なくとも二以上の各機能に対する条件を、ユーザーからの指示に応じて、設定手段
により一括して同一条件に設定する場合には、その少なくとも二以上の各機能に対する同
一パラメータに関する各ランクが一括して同一ランクに設定される。よって、各機能毎に
画像データの質又は画像の質の調整可能範囲が異なる場合であっても、各機能で扱われる
画像データの質又は画像の質を適当な精度で同等あるいは似通ったものにすることができ
るという効果がある。
【００２２】
　請求項４記載の画像データ処理装置によれば、請求項１から３のいずれかに記載の画像
データ処理装置の奏する効果に加え、ユーザーからの指示を受付ける受付部と、各機能毎
の条件とは表示手段の所定領域内に一緒に表示される。各機能に設定されている条件を確
認しながら、同一条件にするか否かを判断できるので、ユーザーによって使い勝手が良い
という効果がある。
【００２３】
　請求項５記載の画像データ処理装置によれば、請求項４に記載の画像データ処理装置の
奏する効果に加え、少なくとも二以上の各機能に対する同一パラメータに関する各ランク
が同一ランクに設定され、且つ、その同一パラメータに関する各数値が各々異なる場合に
は、その各数値が異なる旨を示す情報が表示される。装置の仕様上、たとえ、ランクが同
一のものであっても、その質が同一のものになるとは限らないので、その点をユーザーに
対して注意を喚起することができるという効果がある。
【００２４】
　請求項６記載の画像データ処理装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載の画像
データ処理装置の奏する効果に加え、画像データを作成する機能としてのスキャナ機能と
、画像データに基づく画像を出力する機能としての外部装置に記憶されている画像データ
に基づく画像を記録部にて記録媒体に記録するプリント機能と、画像データに基づく画像
を出力する機能としての前記スキャナ機能で作成した画像データに基づく画像を前記記録
部にて記録媒体に記録するコピー機能とが備えられており、ユーザーの指示に応じて、テ
スト手段により、前記スキャナ機能によって原稿に記録されている画像の少なくとも一部
を形成する画像データが作成され、更に、そのスキャナ機能によって作成された画像デー
タに基づく画像が、前記プリント機能において設定されてる条件で前記プリント機能によ
って記録媒体に記録されると共に、前記コピー機能において設定されている条件で前記コ
ピー機能によって記録媒体に記録される。プリント機能において設定されてる条件で記録
される画像と、コピー機能において設定されてる条件で記録される画像とを見比べること
ができるという効果がある。特に、両者の条件が同じ場合であっても、装置の仕様上、記
録される画像の質が異なることがあり、その画像の質を実際に見比べることができるとい
う効果がある。
【００２５】
　請求項７記載の画像データ処理装置によれば、請求項６に記載の画像データ処理装置の
奏する効果に加え、条件には、記録媒体の種類が含まれており、テスト手段は、判断手段
により、コピー機能において設定されている記録媒体の種類と、プリント機能において設
定されている記録媒体の種類とが同一かを判断させ、その判断手段によって記録媒体の種
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類が同一に設定されていると判断された場合、コピー機能によって記録させる画像と、プ
リント機能によって記録させる画像とを同一記録媒体上に記録させる。無駄に記録媒体を
消費するのを抑制することできると共に、両者を見比べ易いという効果がある。
【００２６】
　請求項８記載の画像データ処理装置によれば、請求項６又は７に記載の画像データ処理
装置の奏する効果に加え、条件には、解像度が含まれており、テスト手段は、検出手段に
より、スキャナ機能において設定されている解像度と、コピー機能において設定されてい
る解像度との間において、解像度が高い方を検出させ、その検出手段で検出される解像度
の高い方の解像度で、スキャナ機能によって原稿に記録されている画像の少なくとも一部
を形成する画像データを作成させる。低い解像度の方で画像データを作成させた場合、そ
の低い解像度よりも高い解像度でコピー機能の解像度が設定されていた場合には、その低
い解像度で作成した画像データを高い解像度に合わせることができず、コピー機能で設定
されている解像度で画像を記録することができないという弊害が発生するのを防止するこ
とができるという効果がある。
【００２７】
　請求項９記載の画像データ処理装置によれば、請求項１から８のいずれかに記載の画像
データ処理装置の奏する効果に加え、設定手段により、少なくとも二以上の各機能に対す
る各条件が一括して同一条件に設定された場合であっても、その少なくとも二以上の各機
能に対する各条件のうち一の機能に対する条件だけが変更手段により変更される。よって
、ユーザーにとっては、自己の要求通りに、条件を設定できるので、ユーザーにとって使
い勝手が良いという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について、添付図面を参照して説明する。図１は、
複合機１の外観構成を示す斜視図である。複合機１は、下部に設けられたプリンタ２と、
上部に設けられたスキャナ３と、スキャナ３の正面側に設けられた操作パネル４とを一体
的に備えたＭＦＰ(Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔ)であり、スキャナ機
能、コピー機能、ファクシミリ機能等を備えている。
【００２９】
　その他にも、複合機１は、ＵＳＢメモリ、デジタルカメラ、パーソナルコンピュータ等
の外部装置と接続されて外部装置から受け取ったデータを記録用紙Ｐに記録したりするメ
ディア機能、また、外部装置から受け取ったデータを操作パネル４上の液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）４１に表示する機能をも備
えている。
【００３０】
　複合機１には、これら複数の機能（スキャナ機能、コピー機能、ファクシミリ機能、メ
ディア機能）において扱われる画像データ或は画像の質を規定する処理条件が各機能毎に
記憶されており、その複数の機能に対する各処理条件を、ミスなく、簡単に同一の処理条
件に設定することができる本発明の画像データ処理装置としての装置である。
【００３１】
　スキャナ３は、ＦＢＳ（Ｆｌａｔｂｅｄ　Ｓｃａｎｎｅｒ）として機能する原稿読取台
６と、原稿読取台６に対する原稿カバー８とを備える。原稿カバー８は、自動原稿搬送機
構（ＡＤＦ：Ａｕｔｏ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｅｅｄｅｒ、以下「ＡＤＦ」という。）７
を備えている。原稿読取台６の上面にはプラテンガラスが配設されている。原稿読取台６
の内部には、図示しない画像読取ユニットが内蔵されている。このように構成されたスキ
ャナ３では、ＦＢＳあるいはＡＤＦを用いて原稿の画像読取りが行われる。
【００３２】
　ＡＤＦ７は、原稿トレイ９から原稿排出トレイ１０へ原稿搬送路を通じて原稿Ｇを搬送
するものである。ＡＤＦ７による原稿Ｇの搬送過程において、原稿Ｇが原稿読取台６上の
読取面を通過され、読取面の下方に待機する画像読取ユニットによって原稿Ｇの画像が読
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み取られる。このようなＡＤＦ７による画像読取りは、原稿カバー８が原稿読取台６に対
して閉じられた状態で行われる。
【００３３】
　プリンタ２は、スキャナ３で読取られた画像データ或いは外部から入力された画像デー
タに基づいて、記録用紙Ｐ上に画像を記録する。プリンタ２は、所謂インクジェット方式
の画像記録装置（インクジェット記録装置）である。上記インクジェット方式はプリンタ
２による画像記録方式の単なる一例である。プリンタ２による画像記録方式として、電子
写真方式や熱転写方式などの種々の画像記録方式を採用することができるのはもちろんで
ある。
【００３４】
　複合機１の正面側、換言すれば、プリンタ２の正面側には開口１１が形成されており、
その開口１１の内部には、給紙トレイ１４と、その給紙トレイ１４の上段に排紙トレイ１
５とが内包されている。
【００３５】
　また、複合機１の正面側には、操作パネル４が設けられている。操作パネル４は、プリ
ンタ２やスキャナ３を操作するためのものであり、各種操作キー４０（４０ａ、４０ｂ、
４０ｃ、４０ｄ、４０ｅ）とＬＣＤ４１とが備えられている。
【００３６】
　各種操作キー４０（４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄ）のうち、操作キー４０ａは、複
合機１にメニュー画面（図４等参照）をＬＣＤ４１に表示させるためのメニュー画面キー
４０ａである。操作キー４０ｂは、数字、記号等の入力をするテンキー４０ｂである。操
作キー４０ｃは、ＬＣＤ４１に表示されるカーソルの移動を指示する方向キー４０ｃであ
る。操作キー４０ｄは、例えば、カーソルが示す情報の選択を指示する選択キー４０ｄで
ある。操作キー４０ｅは、メニュー画面の終了を指示する終了キー４０ｅである。
【００３７】
　ＬＣＤ４１は、矢印Ａ方向を長手方向（幅方向）とする矩形状に形成されており、幅方
向を横とした場合の縦横比は３対８で構成されている。より具体的には、縦横比が３対４
である矩形状の独立した２つのＬＣＤを矢印Ａ方向に隣接させて一体的に構成されている
。但し、図中では、この縮尺は無視して図示している。
【００３８】
　複合機１に所定の指令が入力されると、その入力された情報に基づいて該複合機１の動
作が制御部２０（図２参照）によって制御される。なお、複合機１は、操作パネル４から
入力された指令のほか、コンピュータからプリンタドライバやスキャナドライバ等を介し
て送信される指令に基づいて動作するように構成されている。
【００３９】
　操作パネル４の下方であって上記開口１１の上方には、接続パネル７０が設けられてい
る。この接続パネル７０には、その左端側にＵＳＢ端子７１が配設されている。ＵＳＢ端
子７１は、外部機器とＵＳＢ接続することにより該外部機器と本複合機１とを通信可能に
接続するコネクタ端子である。
【００４０】
　接続パネル７０の右端側にはスロット部７２が配設されている。スロット部７２はメモ
リカード（カード型メモリ）を装填可能な複数のカードスロットが設けられている。カー
ドスロットにメモリカードが装填され、該装填されたメモリカードから画像データが後述
の制御部２０により読み出されると、その読み出された画像データや該画像データに関す
る情報が制御部２０（図２参照）によってＬＣＤ４１に表示される。或いは、選択された
任意の画像がプリンタ２において記録用紙Ｐに記録される。
【００４１】
　図２を参照して、複合機１の動作を制御する制御部２０の概略構成について説明する。
図２は、複合機１の制御部２０の概略構成を示すブロック図である。制御部２０は、プリ
ンタ２、スキャナ３及び操作パネル４を含む複合機１の動作を統括的に制御するものであ
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る。
【００４２】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２１、Ｒ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）２３、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　
ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）２４を主とするマイクロコンピュータとし
て構成されており、バス２５を介してＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）２６に接続されている。　
　ＣＰＵ２１は、複合機１を総括的に制御する中央演算処理であり、ＲＯＭ２２に記憶さ
れているプログラムに沿って動作する。ＲＯＭ２２には、複合機１の各種動作を制御する
ためのプログラムが格納されている。例えば、メニュー画面制御プログラム２２ａが、図
３に示すメニュー画面表示処理を実行させるためのプログラムとして記憶されている。
【００４３】
　ＲＡＭ２３は、ＣＰＵ２１が上記プログラムを実行する際に用いる各種データを一時的
に記録する記憶領域又は作業領域として使用される。
【００４４】
　ＥＥＰＲＯＭ２４は、書き換え可能な不揮発性のメモリであり、処理条件メモリ２４ａ
が備えられている。処理条件メモリ２４ａには、複合機１に搭載されている複数の機能（
ファクシミリ機能、コピー機能、スキャナ機能、メディア機能）毎に、その各機能におい
て扱われる画像データ或は画像の質を規定する処理条件が記憶されている。
【００４５】
　この処理条件には、解像度と、輝度と、濃度と、色相とが含まれており、その解像度と
、輝度と、濃度と、色相との各々は、画像の質が低い方から順番に、「Ｆａｓｔ」、「Ｎ
ｏｒｍａｌ」、「Ｂｅｓｔ」の３ランクにランク分けして記憶されている。
【００４６】
　また、ファクシミリ機能と、コピー機能とは、次のように、その機能が細分化され、そ
の細分化された各機能毎に、各処理条件のランクが記憶されている。
【００４７】
　ファクシミリ機能は、ファクシミリデータとして送信する画像データを作成するＦＡＸ
用スキャナ機能と、そのＦＡＸ用スキャナ機能で作成した画像データをファクシミリデー
タとして送信するファクシミリ送信機能と、ファクシミリデータを受信するファクシミリ
受信機能と、そのファクシミリ受信機能で受信したファクシミリデータを記録用紙Ｐに記
録するプリント機能とに細分化され、その細分化された各機能毎に各処理条件のランクが
記憶されている。
【００４８】
　コピー機能は、原稿に記載されている画像の画像データを作成するコピー用スキャナ機
能と、そのコピー用スキャナ機能で作成した画像データに基づいた画像を記録用紙Ｐに記
録するコピー用プリント機能とに細分化され、その細分化された各機能毎に各処理条件の
ランクが記憶されている。
【００４９】
　この処理条件メモリ２４ａに記憶されている各機能毎の処理条件のランクは、後述する
メニュー画面表示処理においてユーザーの指示に応じて更新、又は、読み出され、ＬＣＤ
４１に表示されることになる。
【００５０】
　ＡＳＩＣ２６は、ＣＰＵ２１からの指令に従い、プリンタ２、スキャナ３、操作パネル
４、及びスロット部７２などの動作制御を行なう（例えば、プリンタ２を駆動するモータ
やインクジェット記録ヘッド、スキャナ３のＡＤＦ７を駆動するモータや画像読取ユニッ
ト等の動作を制御する）。プリンタ２、スキャナ３及びスロット部７２などは、公知の構
成であるので詳細な説明は省略する。
【００５１】
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　また、ＡＳＩＣ２６には、複合機１に所望の指令を入力する操作キー４０を制御するパ
ネルゲートアレイ２７（パネルＧＡ２７）、ＬＣＤ４１の画面表示を制御するＬＣＤコン
トローラ２８、コンピュータとパラレルケーブル又はＵＳＢケーブルを介してデータの送
受信を行なうためのパラレルインタフェース２９（パラレルＩ／Ｆ２９）、ＵＳＢ端子７
１、アンプ７を介してスピーカ７４、時計専用のチップであるＲＴＣ（Ｒｅａｌ　Ｔｉｍ
ｅ　Ｃｌｏｃｋ　）１８が接続されている。尚、ＲＴＣ１８には、電源が切られている間
も起動できるように電池１８ａが接続されている。
【００５２】
　さらに、ＡＳＩＣ２６には、ＮＣＵ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）３
１が接続され、そのＮＣＵにはモデム３２が接続されている。ＮＣＵ３１は回線制御を行
うためのものであり、電話回線に接続されている。ＮＣＵ３１は、交換機から送信される
呼出信号や各種信号を受信するものである。また、ＮＣＵ３１は操作キー４０の操作に応
じた発信時のダイヤル信号を交換機へ送信したり、電話回線の閉結時において、アナログ
音声信号の送受信などのデータ通信を行うものである。
【００５３】
　モデム３２は、ＦＡＸデータや電子メールデータの変調および復調を実行するものであ
る。また、モデム３２は、伝送制御用の各種手順信号を送受信するものである。ＦＡＸデ
ータは、このＮＣＵ３１とモデム３２とによってファクシミリ手順に沿って送受信される
。
【００５４】
　次に、図３を参照して、メニュー画面表示処理について説明する。図３はメニュー画面
表示処理を示すフローチャートである。このメニュー画面表示処理は、主に、複合機１に
搭載されている各機能の処理条件を設定するための処理であり、メニュー画面表示キー４
０ａが押下された場合に、ＣＰＵ２１がメニュー画面制御プログラム２２ａに従って実行
する処理である。
【００５５】
　この処理では、メニュー画面表示キー４０ａが押下されると、まずは、ＬＣＤ４１に初
期画面を表示する（Ｓ３０１）。次に、ユーザーによって方向キー４０ｃが押下されたか
を判断し（Ｓ３０２）、方向キー４０ｃが押下されていれば（Ｓ３０２：Ｙｅｓ）、その
方向キー４０ｃの指示に従ってカーソルを移動する（Ｓ３０３）。尚、方向キー４０ｃが
押下されなければ、Ｓ３０３の処理はスキップする。
【００５６】
　次に、ユーザーによって選択キー４０ｄが押下されたかを判断し（Ｓ３０４）、選択キ
ー４０ｄが押下されていれば（Ｓ３０４：Ｙｅｓ）、カーソル位置が示す情報を取得し（
Ｓ３０５）、その取得した情報に従った処理を実行する（Ｓ３０６）。尚、選択キー４０
ｄが押下されなければ（Ｓ３０４：Ｎｏ）、Ｓ３０２の処理に移行する。次に、ユーザー
によって終了キー４０ｅが押下されたかを判断し（Ｓ３０７）、終了キー４０ｅが押下さ
れていれば（Ｓ３０７：Ｙｅｓ）、本処理を終了し、終了キー４０ｅが押下されていれば
（Ｓ３０７：Ｎｏ）、Ｓ３０２からの処理を繰り返す。尚、上述したＳ３０６で説明した
取得した情報に従った処理については、図４乃至図７において、具体的に説明する。
【００５７】
　次に、図４乃至図７を参照して、上述したメニュー画面表示処理において行われる処理
をＬＣＤ４１に表示される画面を参考しながら説明する。図４（ａ）は、ＬＣＤ４１に表
示される初期画面を示す図である。この初期画面は、ユーザーによってメニュー画面表示
キー４０ａが押下された場合に、最初にＬＣＤ４１に表示される画面である。
【００５８】
　図４（ａ）に示す通り、初期画面には、上方から順番に、「基本設定」と、「ＦＡＸ」
と、「ＣＯＰＹ」と、「ＭＥＤＩＡ」と、「ＳＣＡＮ」と、「同時設定」とからなる初期
メニュー一覧５０が表示される。尚、この初期メニュー一覧５０は、ＬＣＤ４１の全幅Ｗ
の約半分の幅Ｗ２の領域内に表示される。



(11) JP 2008-219214 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

【００５９】
　「基本設定」は、複合機１に搭載されている基本機能の設定を要求するメニューである
。この基本設定で設定できる内容には、例えば、ＲＴＣ１８の時計機能、ＬＣＤ４１の明
るさ、スピーカ７４の音量、操作キー４０の役割等の内容が設定できる。
【００６０】
　「ＦＡＸ」は、ファクシミリ機能（ＦＡＸ用スキャナ機能、ファクシミリ送信機能、フ
ァクシミリ受信機能、ＦＡＸ用プリント機能を含む）の各処理条件、「ＣＯＰＹ」は、コ
ピー機能（コピー用スキャナ機能、コピー用プリント機能を含む）の各処理条件、「ＭＥ
ＤＩＡ」は、メディア機能の各処理条件、「ＳＣＡＮ」はスキャナ機能の各処理条件を設
定できるメニューである。
【００６１】
　「同時設定」は、ファクシミリ機能、コピー機能、メディア機能、スキャナ機能の各機
能における処理条件を、同時に同一の処理条件に設定できるメニューである。
【００６２】
　この初期メニュー一覧５０を表示すると、ユーザーが、方向キー４０ｃ（上下方向）を
操作して、所望のメニューにカーソルを合わせ、カーソルを所望のメニューに合わせた状
態で選択キー４０ｄを押下する。そして、その選択されたメニューの下位層一覧を表示す
るのである。
【００６３】
　次に、図４（ｂ）を参照して、図４（ａ）に示す初期メニュー一覧５０から、「同時設
定」が選択された場合について説明する。この場合には、図４（ｂ）に示す通り、初期メ
ニュー一覧５０の右隣に「同時設定」の下位層一覧５１を表示する。
【００６４】
　尚、この「同時設定」の下位層一覧５１は、ＬＣＤ４１の全幅Ｗの約半分の幅Ｗ２の領
域内に表示する。また、選択した「同時設定」は、選択したメニューが一見して確認でき
るように反転表示する。
【００６５】
　「同時設定」の下位層一覧５１では、各機能に含まれる共通の処理条件を表示し、上方
から順番に、解像度を示す「Ｑｕａｌｉｔｙ」と、輝度を示す「Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ」
と、濃度を示す「Ｃｏｎｔｒａｓｔ」と、色相を示す「Ｃｏｌｏｒ　Ａｄｊｕｓｔ」と、
記録用紙Ｐの種類を示す「Ｐａｐｅｒ　Ｔｙｐｅ」とを表示する。
【００６６】
　また、各処理条件の直下には、各モード毎（ファクシミリ機能、コピー機能、メディア
機能、スキャナ機能の各機能毎）に処理条件の設定を要求する「各モード毎」を表示する
。尚、「Ｃｏｌｏｒ　Ａｄｊｕｓｔ」については、赤色を示す「ｒｅｄ」、緑色を示す「
Ｇｒｅｅｎ」、青色を示す「ｂｌｕｅ」の各色毎に「各モード毎」を表示する。
【００６７】
　この「同時設定」の下位層一覧５１を表示すると、ユーザーが、方向キー４０ｃ（上下
方向）を操作して、所望のメニューにカーソルを合わせ、カーソルを所望のメニューに合
わせた状態で選択キー４０ｄを押下する。そして、その選択されたメニューの下位層一覧
を表示するのである。
【００６８】
　次に、図５（ａ）を参照して、図４（ｂ）に示す「同時設定」の下位層一覧５１におい
て、「Ｑｕａｌｉｔｙ」が選択された場合について説明する。この場合には、図５（ａ）
に示す通り、「同時設定」の下位層一覧５１の右隣に、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧
５２を表示する。
【００６９】
　尚、この「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２は、ＬＣＤ４１の全幅Ｗの約半分の幅Ｗ
２の領域内に表示し、先の初期メニュー一覧５０と、「同時設定」の下位層一覧５１とは
、ＬＣＤ４１の全幅Ｗの約１／４の幅Ｗ３の領域に表示する。また、選択した「Ｑｕａｌ
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ｉｔｙ」は、選択したメニューが一見して確認できるように反転表示する。
【００７０】
　「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２では、メインメニューとして、上方から順番に、
各機能毎に設定されている「Ｑｕａｌｉｔｙ」のランクを同一ランクに設定することを要
求する「ＡＬＬ」と、ファクシミリ送信機能を示す「ＦＡＸ送信」と、ファクシミリ受信
機能を示す「ＦＡＸ受信」と、コピー機能を示す「ＣＯＰＹ」と、スキャナ機能とメディ
ア機能とを示す「ＳＣＡＮ・ＭＥＤＩＡ」とを表示する。
【００７１】
　また、「ＡＬＬ」の直下には、各モード毎（ファクシミリ機能、コピー機能、メディア
機能、スキャナ機能の各機能毎）の設定要求を示す「各モード毎」を表示する。「ＦＡＸ
送信」の直下には、右方から順番に、ファクシミリ送信機能で利用するＦＡＸ用スキャナ
機能を示す「ＳＣＡＮ」と、そのＦＡＸ用スキャナ機能で現在設定されているＱｕａｌｉ
ｔｙ（解像度）のランクを示す「Ｆａｓｔ」と、ファクシミリ送信機能を示す「送信」と
、そのファクシミリ送信機能で現在設定されているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクを
示す「Ｂｅｓｔ」とを表示する。
【００７２】
　「ＦＡＸ受信」の直下には、右方から順番に、ファクシミリ受信機能を示す「受信」と
、そのＦＡＸ受信機能で現在設定されているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクを示す「
Ｎｏｒｍａｌ」と、ファクシリミリ受信機能で利用するＦＡＸ用プリント機能を示す「Ｐ
ｒｉｎｔ」と、そのプリント機能で現在設定されてＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクを
示す「Ｂｅｓｔ」とを表示する。
【００７３】
　「ＣＯＰＹ」の直下には、右方から順番に、コピー機能で利用するコピー用スキャナ機
能を示す「ＳＣＡＮ」と、そのスキャナ機能において現在設定されているＱｕａｌｉｔｙ
（解像度）のランクを示す「Ｂｅｓｔ」と、コピー機能で利用するコピー用プリント機能
を示す「Ｐｒｉｎｔ」と、そのコピー用プリント機能において現在設定されているＱｕａ
ｌｉｔｙ（解像度）のランクを示す「Ｎｏｒｍａｌ」とを表示する。
【００７４】
　「ＳＣＡＮ・ＭＥＤＩＡ」の直下には、右方からスキャナ機能を示す「ＳＣＡＮ」と、
そのスキャナ機能において現在設定されているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクを示す
「Ｂｅｓｔ」と、メディア機能を示す「Ｍｅｄｉａ」と、そのメディア機能において現在
設定されているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクを示す「Ｂｅｓｔ」とを表示する。
【００７５】
　これら各機能毎の処理条件としてのＱｕａｌｉｔｙ（解像度）は、図４（ｂ）に示す「
同時設定」の下位層一覧５１において、「Ｑｕａｌｉｔｙ」が選択された場合に、処理条
件メモリ２４ａに記憶されている各機能毎の処理条件から読み出され、表示されるのであ
る。
【００７６】
　また、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２の下方には、「＊注意／設定値が同等でも
結果が異なることがあります」というコメント５３を表示する。これは、例えば、「ＣＯ
ＰＹ」設定のランクと、「ＭＥＤＩＡ」設定のランクとが、たとえ同じランクであったと
しても、装置の仕様上の理由により、記録される画像の質が異なる場合があることの注意
をユーザーに喚起するためである。
【００７７】
　装置の仕様上の理由とは、記録用紙Ｐに求められる表現力の想定や、プリンタ２が使用
できるメモリ等の内部資源の想定が、「ＣＯＰＹ」設定と、「ＭＥＤＩＡ」設定とで異な
る事により、各機能毎に異なる設定値用いるという設計上の理由であり、たとえ同じラン
クであったとしても、記録される画像の質が異なる場合があることがあるので、その点の
注意をユーザーに喚起するために表示するのである。
【００７８】
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　更に、このコメントの下方には、「お試し印刷」を表示する。この「お試し印刷」は現
在設定されている処理条件で記録用紙Ｐに印刷した場合の画像を、テスト的に記録するこ
とを要求するメニューである。この「お試し印刷」についての詳細は、図８，９を参照し
て後述する。
【００７９】
　この「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２を表示すると、ユーザーが、方向キー４０ｃ
（上下方向）を操作して、所望のメニューにカーソルを合わせ、カーソルを所望のメニュ
ーに合わせた状態で選択キー４０ｄを押下する。そして、その選択されたメニューの下位
層一覧を表示するのである。
【００８０】
　次に、図５（ｂ）を参照して、図５（ａ）に示す「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２
において、「ＡＬＬ」が選択された場合について説明する。この場合には、図５（ｂ）に
示す通り、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２の右隣に、「ＡＬＬ」の下位層一覧５５
を表示する。
【００８１】
　尚、この「ＡＬＬ」の下位層一覧５５は、ＬＣＤ４１の全幅Ｗの約半分の幅Ｗ２の領域
内に表示し、先の初期メニュー一覧５０と、「同時設定」の下位層一覧５１と、「Ｑｕａ
ｌｉｔｙ」の下位層一覧５２とは、ＬＣＤ４１の全幅Ｗの約１／６の幅Ｗ４の領域に表示
する。また、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２内の「ＡＬＬ」は、選択したメニュー
が一見して確認できるように反転表示する。
【００８２】
　「ＡＬＬ」の下位層一覧５５は、上方から順番に、「ＡＬＬ」と、解像度が最も低いラ
ンクであることを示す「ＦＡＳＴ」と、「ＦＡＳＴ」よりも解像度が高いランクであるこ
とを示す「Ｎｏｒｍａｌ」と、「Ｎｏｒｍａｌ」よりも解像度が高く、解像度が最も高い
ランクであることを示す「Ｂｅｓｔ」とを表示する。
【００８３】
　この「ＡＬＬ」の下位層一覧５５を表示すると、ユーザーが、方向キー４０ｃ（上下方
向）を操作して、所望のメニューにカーソルを合わせ、カーソルを所望のメニューに合わ
せた状態で選択キー４０ｄを押下する。
【００８４】
　次に、図６（ａ）を参照して、図５（ｂ）に示す「ＡＬＬ」の下位層一覧５５において
、「Ｎｏｒｍａｌ」が選択された場合について説明する。この場合には、各機能毎に設定
されているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクが、全て「Ｎｏｒｍａｌ」に設定される。
【００８５】
　即ち、処理条件メモリ２４ａに記憶されている各機能毎のＱｕａｌｉｔｙ（解像度）の
ランクを全て「Ｎｏｒｍａｌ」に更新すると共に、ＬＣＤ４１の表示を全て「Ｎｏｒｍａ
ｌ」に書き換える。具体的には、「ＦＡＸ送信」における「ＳＣＡＮ」、「送信」の各ラ
ンク、「ＦＡＸ受信」における「受信」、「Ｐｒｉｎｔ」の各ランク、「ＣＯＰＹ」の「
ＳＣＡＮ」、「Ｐｒｉｎｔ」の各ランク、「ＳＣＡＮ・ＭＥＤＩＡ」における「ＳＣＡＮ
」、「Ｍｅｄｉａ」の各ランクの全てを「Ｎｏｒｍａｌ」に書き換える。尚、この場合、
ＬＣＤ４１上では、図６（ａ）に示す通り、「Ｎｏｒｍａｌ」の「Ｎ」の部分だけが表示
される。このように、ユーザーからの指示に応じて、複数の機能に対する条件を、ミスな
く、簡単に一括して同一の条件に設定することができるのである。
【００８６】
　次に、図６（ｂ）を参照して、上述した通りに、Ｑｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクが
、全て「Ｎｏｒｍａｌ」に設定されている状態で、ある特定の機能についてだけ、Ｑｕａ
ｌｉｔｙ（解像度）のランクを「Ｎｏｒｍａｌ」から別のランクに変更する場合について
説明する。
【００８７】
　この場合には、図６（ａ）に示す「ＡＬＬ」の下位層一覧５５において、ユーザーが「
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各モード毎」を選択する。これにより、図６（ｂ）に示す通り、「ＡＬＬ」の下位層一覧
５５はＬＣＤ４１から非表示とし、左側から、初期メニュー一覧５０と、「同時設定」の
下位層一覧５１と、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２とだけを表示する。
【００８８】
　尚、この状態になると、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２では、各機能毎に設定さ
れているＱｕａｌｉｔｙ（解像度）のランクが、全て「Ｎｏｒｍａｌ」に設定され、表示
されていることが明確に分かる。
【００８９】
　ユーザーは、「Ｑｕａｌｉｔｙ」の下位層一覧５２から、方向キー４０ｃ（上下方向）
を操作して、ランク変更を要求する位置にカーソルを合わせ、選択キー４０ｄを押下する
のである。例えば、ユーザーが「ＳＣＡＮ・ＭＥＤＩＡ」における「ＳＣＡＮ」のランク
を示す位置にカーソルを合わせ、選択キー４０ｄを押下したとする。
【００９０】
　この場合には、図７に示す通り、「ＳＣＡＮ・ＭＥＤＩＡ」における「ＳＣＡＮ」のラ
ンクを、「Ｎｏｒｍａｌ」から「Ｂｅｓｔ」に更新する。当然に、この場合には、処理条
件メモリ２４ａの内容も「Ｎｏｒｍａｌ」から「Ｂｅｓｔ」に更新する。尚、同じ位置で
、選択キー４０ｄを繰り返し押下することで、「Ｆａｓｔ」、「Ｎｏｒｍａｌ」、「Ｂｅ
ｓｔ」の３ランクを順番に更新する。このように、単独の機能だけを別のランクに設定す
ることも簡単にできるので、ユーザーにとって使い勝手が良いのである。
【００９１】
　次に、図８及び図９を参照して、上述した「お試し印刷」について説明する。図８は、
お試し印刷処理のフローチャートであり、図９は、お試し印刷処理で画像が印刷された記
録用紙Ｐを示している。このお試し印刷処理は、上述したメニュー画面処理においてＬＣ
Ｄ４１に表示される「お試し印刷」が選択された場合に実行される処理である。
【００９２】
　尚、本実施例では、「お試し印刷」が選択され、ユーザーに原稿をセットすることを要
求し、ユーザーによって原稿がセットされ、原稿が存在していることを確認した後に実行
されるものとする。
【００９３】
　この処理では、まず、コピー機能に対して設定されている解像度（Ｃｏｐｙ設定の解像
度）と、スキャナ機能に対して設定されている解像度（Ｓｃａｎ設定の解像度）とを処理
条件メモリ２４ａから読み込み（Ｓ８０１）、その読み込んだ両解像度を比較して、高い
解像度の方をスキャン用の解像度として設定する（Ｓ８０２）。
【００９４】
　このように、高い解像度の方をスキャン用の解像度として設定するので、低い解像度の
方でスキャンした場合、その低い解像度よりも高い解像度でコピー設定の解像度が設定さ
れていた場合には、その低い解像度で作成した画像データを高い解像度に合わせることが
できず、コピー機能で設定されている解像度で画像を記録することができないという弊害
が発生するのを防止することができる。
【００９５】
　なお、コピー機能の解像度には、スキャン解像度とプリント解像度の双方が考えられる
。
【００９６】
　スキャン機能の解像度とコピー機能のスキャン解像度、プリント解像度を比較して、最
も高い解像度をスキャン用の解像度として設定する構成をとっても良い。
【００９７】
　スキャン機能の解像度とコピー機能のスキャン解像度、プリント解像度を比較して、コ
ピー機能の解像度の少なくとも何れかがスキャン機能の解像度より低ければスキャン機能
の解像度をスキャン用の解像度とし、コピー機能の解像度の双方がスキャン機能の解像度
より高ければ、コピー機能の二つの解像度のうち、低いほうの解像度をスキャン用の解像
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度として設定する構成をとれば、画像データの容量は若干少なく出来る。
【００９８】
　そもそもコピー機能においてスキャン解像度がプリント解像度以上の高さに設定される
構成で、スキャン機能の解像度とコピー機能のスキャン解像度だけを比較するようにして
もよい。
【００９９】
　次に、コピー機能に対して設定されている記録用紙タイプ（Ｃｏｐｙ設定の記録用紙タ
イプ）と、メディア機能に対して設定されている記録用紙タイプ（Ｍｅｄｉａ設定の記録
用紙タイプ）とを処理条件メモリ２４ａから読み込み（Ｓ８０３）、その読み込んだ両記
録用紙のタイプが同じであるかを判断する（Ｓ８０４）。
【０１００】
　その結果、両者が同じ記録用紙タイプであれば（Ｓ８０４：Ｙｅｓ）、Ｓ８０３で設定
した解像度でセットされている原稿の一部をスキャンして画像データを作成する（Ｓ８０
５）。
【０１０１】
　そして、その画像データに基づき、Ｃｏｐｙ設定に従った画像を記録用紙Ｐの上方に印
刷すると共に、Ｍｅｄｉａ設定に従った画像を記録用紙Ｐの下方に印刷し（Ｓ８０６）、
本処理を終了する。尚、このＳ８０６によって、記録用紙Ｐには、図９（ａ）に示すよう
に、記録用紙Ｐの上方に、Ｃｏｐｙ設定に従った画像が記録され、その下方にはＭｅｄｉ
ａ設定に従った画像が印刷される。
【０１０２】
　ユーザーは、この記録用紙Ｐを見て、Ｃｏｐｙ設定に従った画像と、Ｍｅｄｉａ設定に
従った画像とを実際に見比べることができる。特に、両者を同じランクに設定した場合で
あっても、装置の仕様上の理由により、画像の質が異なることがあるので、それを確認す
ることができる。また、一枚の記録用紙Ｐに記録されるので、両者を見比べ易く、また、
無駄に記録用紙、インクが消費されるのを抑制することができる。
【０１０３】
　一方、Ｓ８０４の判断の結果、Ｃｏｐｙ設定の記録用紙タイプと、Ｍｅｄｉａ設定の記
録用紙タイプとが同じ記録用紙タイプでない場合には（Ｓ８０４：Ｎｏ）、Ｓ８０３で設
定した解像度で原稿をスキャンして画像データを作成する（Ｓ８０７）。
【０１０４】
　そして、Ｃｏｐｙ機能で設定されている記録用紙Ｐをセットするようにユーザーに報知
し（Ｓ８０８）、記録用紙Ｐのセットが確認できた場合には、Ｃｏｐｙ設定に従った画像
をセットされた記録用紙Ｐに印刷する（Ｓ８０９）。尚、このＳ８０９によって、記録用
紙Ｐには、図９（ｂ１）に示すように、Ｃｏｐｙ設定に従った画像が記録される。
【０１０５】
　次に、Ｍｅｄｉａ設定で設定されている記録用紙Ｐをセットするようにユーザーに報知
し（Ｓ８１０）、記録用紙Ｐのセットが確認できた場合には、Ｍｅｄｉａ設定に従った画
像をセットされた記録用紙Ｐに印刷する（Ｓ８１１）。尚、このＳ８１１によって、記録
用紙Ｐには、図９（ｂ２）に示すように、Ｍｅｄｉａ設定に従った画像が記録される。
【０１０６】
　こうして、ユーザーは、設定されている記録用紙Ｐ上において、Ｃｏｐｙ設定に従った
画像と、Ｍｅｄｉａ設定に従った画像とを実際に見比べることができる。
【０１０７】
　以上、実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施の形態に何ら限
定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能である
ことは容易に推察できるものである。
【０１０８】
　上述した実施例では、処理条件としての、解像度と、輝度と、濃度と、色相との各々を
高品質順に、「Ｆａｓｔ」、「Ｎｏｒｍａｌ」、「Ｂｅｓｔ」の３ランクにランク分けし
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と、色相との各々の程度を示す数値を、処理条件メモリ２４ａに記憶するようにしても良
い。
【０１０９】
　この場合、例えば、図５（ａ）に相当する場合を示す図１０に示すように、「Ｆａｓｔ
」、「Ｎｏｒｍａｌ」、「Ｂｅｓｔ」の各ランクに代えて、具体的な数値を表示する。こ
れにより、ユーザーは、より緻密に各機能における処理条件を設定することができる。
【０１１０】
　また、上述した実施例では、解像度と、輝度と、濃度と、色相という各々の画質ついて
、処理条件のレベルや数値を設定できる構成であったが、複数の画質についての処理条件
をまとめて設定できる構成となっていてもよい。例えば、「Ｄａｒｋ」であれば輝度を抑
え目、濃度を濃い目に設定するなどが考えられる。
【０１１１】
　また、解像度と、輝度と、濃度と、色相という各々の画質に関する、より細かな設定項
目について処理条件のレベルや数値を設定できる構成としてもよい。例えば、輝度に関す
る設定項目として、ブライトネスとコントラストがそれぞれ設定できる構成などが考えら
れる。
【０１１２】
　また、上述した実施の形態では、複合機１について説明したが、本発明の階層構造表示
装置としては、かかる複合機１に限定されるものではなく、階層構造を表示させる必要性
がある装置であれば、例えば、パーソナルコンピュータ、携帯電話、ビデオ、ＤＶＤ、Ｍ
Ｄ等のプレイヤー、テレビジョン等であっても良い。但し、特に、本発明は、階層構造を
表示する表示装置が小さいものに有効である。
【図面の簡単な説明】
【０１１３】
【図１】複合機の外観斜視図である。
【図２】複合機の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】メニュー画面処理を示すフローチャートである。
【図４】メニュー画面を示す図である。
【図５】メニュー画面を示す図である。
【図６】メニュー画面を示す図である。
【図７】メニュー画面を示す図である。
【図８】お試し印刷処理を示すフローチャートである。
【図９】お試し印刷処理によって画像が印刷される記録用紙Ｐを示す図である。
【図１０】第２実施例のメニュー画面を示す図である。
【符号の説明】
【０１１４】
１　　　　　複合機（画像データ処理装置）
２２ａ　　　メニュー画面制御プログラム（表示制御手段、設定手段、テスト手段）
２４ａ　　　処理条件メモリ（記憶手段）
４１　　　　ＬＣＤ（表示装置）
Ｓ８０４　　判断手段
Ｓ８０２　　検出手段
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【図３】 【図４】



(18) JP 2008-219214 A 2008.9.18

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 2008-219214 A 2008.9.18

【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

